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　国立大学の独立法人化が決まり、生物学類も学生や社会の要望に対し、一層迅速に対応して

いかなければならなくなってきました。社会が今、大学に何を求めているのか、どのような大

学を望んでいるのか、社会の要請を的確に把握する必要があります。

　生物学類では、以前より生物学類ホームページ［図１］を開設し、学類に関する様々な情報を

社会に発信しています。その中に、掲示板があり、社会の声を収集することができました。し

かし、その多くは、単なるおしゃべりの広がりで終わったり、落書きに近いものでした。

　そこで、個々人の意見を生物学類が審査・査読し権威づけ、オンラインジャーナルとして刊

行することとなりました。この「つくば生物ジャーナル」は、筑波大学生物学類の卒業生・退

官教官・在校生・教職員に限らず、生物学や生物学類に関心を寄せてくださる一般の方々の研

究や意見の発表の場となり、また議論の場となることを期待しています。と同時に、社会の声を

広く収集・蓄積し、生物学類教育の自己点検や再編に活用するとともに、生物学類生の進路決

定の指針となることも期待しています。

　「つくば生物ジャーナル（Tsukuba Journal of Biology） ISSN:1347-7048」は、2002年

の９月 20日から月刊で、オンライン刊行しています。私は、昨年の７月よりつくば生物ジャー

ナル編集事務局のメンバーとして、生物科学系・丸尾文昭氏とともに、ジャーナルの刊行の仕

事に携わっております。主な仕事は、投稿していただいた原稿を読み、校正をすること、そして

オンラインで閲覧できるようにホームページを作成すること、著者のプロフィールを作成する

ことなどです。原稿の投稿は、電子メールまたはフロッピィディスクを送っていただくようにし

ておりますが、中には手書きの原稿等もあります。そのような時は、ワープロソフトで原稿の入

力作業も行います。

　つくば生物ジャーナルは http://www.biol.tsukuba.ac.jp/tjb/ にアクセスしていただく

と見ることができますが、筑波大学の公式ページの「生物学類」http://www.biol.tsukuba.

ac.jp/cbs/からも見ることができます。http://www.biol.tsukuba.ac.jp/tjb/では、過去

の全ての月刊のジャーナル［図２］が一覧として表示され各月号をクリックすると、その月刊誌

の目次が表示されます［図３］。目次のタイトルの右側には、「画面」と「印刷」のボタンを配置

し、パソコン画面上で読みやすいhtml版と、webブラウザや個々のパソコンの設定に左右され

ず、統一したレイアウトで印刷して読める PDF 版の２種類を用意しました。著者名をクリックす

ると、著者のプロフィールと写真が紹介されるようになっています。また、ジャーナルは月刊

ですので、その月号の目玉となるような特集を組んだり、連載物やシリーズ物を盛り込んだり

と、読者の方の目を引くように工夫しています。

　学類レベルのジャーナルの刊行は、他に例をみない筑波大学生物学類だけの独創的な取り組

みです。この取り組みが大学にも認められ、創刊号（2002 年 9 月号）の印刷製本費を学長裁量

経費より拠出していただきました。印刷製本版は、著者や生物学類関係者はもちろん、学内外

の関係各所に配本し積極的にアピールしました。学外の生物学研究会の方や生物学類生の父兄

からは、印刷版送付の希望があり、また、2003年１月23日付の読売新聞茨城版には、”筑波大生物学



類ホームページで「月刊誌」を創刊”と題してつくば生物ジャーナルがトップニュースとして報じられ

ました［図４］。このことからも、学外の方々から高い関心を寄せられていることがうかがい知れ

ます。今後、つくば生物ジャーナル及び生物学類ホームページの更なる充実を行い、読者層・

投稿者層の拡充を図っていきたいと思います。

　　　図１　生物学類ＨＰのトップページ



図２　つくば生物ジャーナルの表紙



　　　　図３　つくば生物ジャーナル創刊号の目次



図４　新聞紙上で紹介された「つくば生物ジャーナル」



図５　つくばスチューデンツの表紙を飾るジャーナル創刊号


